
隠
居
複
世
帯
制
の
家
族
に
つ
い
て
は
、
親
子
同
居
の
直
系
制
家
族
が
日
本
の
家
の
支
配
的
類
型
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
本
稿
で
は
直

接
の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
家
を
日
本
に
お
け
る
直
系
制
家
族
も
し
く
は
直
系
家
族
制
と
し
て
代
表
さ
せ
て
議
論
を

日
本
の
家
は
戦
後
法
的
に
は
廃
止
さ
れ
た
に
も
か
わ
ら
ず
、
慣
行
と
し
て
存
在
し
続
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
形
態
の
う
え
で
夫
婦
家
族
で

あ
っ
て
も
、
欧
米
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
理
念
と
し
て
は
直
系
制
家
族
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
産
業
化
・
都
市
化
の
波
を
受
け
て
夫
婦
制
家
族
の
理

念
が
浸
透
し
て
い
る
場
合
で
も
、
ど
こ
か
に
直
系
制
家
族
の
名
残
を
と
ど
め
る
家
族
が
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
代
家
族
の
変
容
を
捉

え
る
に
は
、
夫
婦
家
族
制
の
浸
透
と
直
系
家
族
制
の
残
存
と
の
相
互
規
定
的
な
在
り
方
を
追
跡
す
る
手
法
が
有
効
と
な
る
。
そ
の
さ
い
筆
者
は
、

尺
度
と
し
て
祖
先
祭
祀
、
と
り
わ
け
現
代
社
会
で
家
意
識
を
も
っ
と
も
強
く
残
す
「
墓
の
世
代
的
継
承
」
を
指
標
と
す
る
。
墓
に
付
随
す
る
も

の
の
な
か
で
直
系
制
家
族
に
整
合
し
な
い
現
象
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
逆
照
射
し
て
、
家
族
の
変
容
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
、
と
い
う
の
が
本

研
究
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

論
説家

族
の
不
連
続
化
と
墓
の
継
承

｜
は
じ
め
に

ｌ
新
潟
県
西
蒲
原
郡
Ｍ
寺
の
檀
家
調
査
を
中
心
に
Ｉ

井
上
治
代
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い
は
死
亡
に
よ
っ
て
、
寺

（
２
）た

。
こ
の
Ⅲ
か
ら
Ｉ
会

質
的
に
機
能
し
て
い
く
。

（
１
）

展
開
す
る
こ
と
を
、
お
断
り
し
て
お
く
。
し
か
し
、
家
の
特
徴
と
も
い
え
る
祭
祀
の
超
世
代
的
継
承
が
み
ら
れ
た
と
い
う
点
で
両
者
は
異
な
ら

な
い
の
で
、
「
墓
の
世
代
的
継
承
」
と
い
う
指
標
か
ら
の
両
者
の
比
較
は
今
後
の
課
題
と
し
て
留
保
し
た
い
。

そ
の
さ
い
「
長
男
子
継
承
」
が
一
般
的
な
慣
行
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
、
慣
習
通
り
の
長
男
子
継
承
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
Ⅲ
の

長
男
が
「
配
偶
者
を
確
保
」
し
、
さ
ら
に
「
男
子
の
出
生
と
成
長
」
が
必
要
条
件
に
な
っ
て
く
る
。

ｌ
配
偶
者
の
確
保
：
…
：
：
…
Ⅲ
の
長
男
が
配
偶
者
を
確
保
す
る
こ
と
（
Ｉ
へ
の
移
行
）

２
男
子
出
生
・
成
長
：
：
．
．
…
Ⅲ
の
長
男
夫
婦
に
男
子
が
生
ま
れ
、
成
長
す
る
こ
と

と
こ
ろ
が
、
こ
の
男
子
の
出
生
は
、
人
間
の
生
殖
を
基
盤
と
し
て
い
る
た
め
例
外
が
起
こ
る
可
能
性
を
含
み
、
そ
の
成
長
は
、
病
気
な
ど
の

ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
常
に
は
ら
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
「
配
偶
者
が
確
保
」
で
き
な
か
っ
た
り
「
長
男
の
出
生
と
成
長
」
と
い
う
要
件
が
満
た
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
一
般
的
に
は
次
の
よ
う
に
補
充
さ
れ
て
き
た
。

１
配
偶
者
な
し
…
…
弟
か
養
子
が
継
承

２
ａ
子
供
な
し
．
…
：
養
嗣
子
、

２
ｂ
女
子
の
み
…
…
婿
養
子

男
系
の
単
独
相
続
に
関
し
て
、
犀
坪

森
岡
清
美
は
直
系
制
家
族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
、
Ｉ
二
世
代
の
夫
婦
が
重
な
る
が
、
家
長
権
は
親
の
ほ
う
に
あ
る
↓
Ⅱ
父
親
の
隠
居
あ
る

は
死
亡
に
よ
っ
て
、
若
い
ほ
う
に
家
長
権
が
移
っ
て
い
る
↓
Ⅲ
母
親
も
死
ん
で
若
い
世
代
の
核
家
族
の
み
へ
移
行
、
と
い
う
段
階
区
分
を
し

。
こ
の
Ⅲ
か
ら
Ｉ
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
系
家
族
は
世
代
的
に
循
環
し
、
そ
し
て
、
家
の
継
承
は
「
家
長
権
の
継
承
」
を
も
っ
て
実

二
直
系
制
家
族
の
循
環
と
補
充
戦
略

内
玲
子
は

両
養
子

「
人
間
の
生
殖
活
動
を
基
礎
と
す
る
の
で
、
た
え
ず
例
外
の
取
り
扱
い
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
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察
し
、
『
立
場
』
宕
凰
胃

（
４
）

る
と
提
案
」
し
て
い
る
。

性
）
、
③
正
当
性
（
嫡
出
一

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

が
あ
っ
た
」
。
「
発
達
し
た
『
家
』
制
度
に
お
い
て
は
、
例
外
発
生
の
頻
度
は
高
く
、
制
度
そ
れ
自
体
が
こ
れ
ら
の
例
外
の
許
容
を
前
提
と
し
て

（
３
）

維
持
さ
れ
て
き
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
明
治
民
法
の
家
督
相
続
人
の
条
項
（
第
九
七
○
条
）
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
家
督
相
続
人
を
特
定

す
る
の
で
は
な
く
、
「
立
場
」
と
そ
の
相
関
関
係
で
規
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
継
承
は
、
親
等
の
①
近
い
皿
遠
い
、
②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
男
性
亜
女

性
）
、
③
正
当
性
（
嫡
出
皿
非
嫡
出
）
、
④
ジ
ェ
ン
ダ
ー
叩
正
当
性
、
⑤
年
長
皿
若
年
と
い
っ
た
順
序
を
も
っ
た
諸
要
素
の
位
階
づ
け
と
し
て
表
現

家
は
家
系
上
の
先
人
で
あ
る
先
祖
を
祀
り
、
世
代
を
超
え
て
永
続
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
（
連
続
性
）
、
ま
た
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
「
継

承
性
」
（
家
長
権
の
継
承
、
祭
祀
権
の
継
承
等
）
に
際
立
っ
た
特
質
が
あ
る
。
現
代
日
本
に
お
け
る
墓
も
ま
た
、
「
家
墓
」
を
代
々
継
承
者
を
決
め
て

永
続
的
に
使
用
し
て
い
く
継
承
シ
ス
テ
ム
を
残
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
民
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
夫
婦
家
族
制
は
、
そ
の
ラ
イ
フ
サ
イ

「
長
男
子
相
続
」
の
場
合
、
長
男
子
を
欠
く
事
態
が
発
生
す
る
頻
度
が
高
け
れ
ば
、
補
充
要
員
と
し
て
二
男
以
下
の
確
保
も
必
要
と
な
る
。
し

か
し
長
男
が
無
事
成
長
す
れ
ば
二
男
以
下
は
分
家
に
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
男
子
の
確
保
も
家
の
資
源
の
大
小
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
制
約
と
駆
け
引
き
が
あ
る
。
さ
ら
に
長
男
で
あ
っ
て
も
、
義
務
の
遂
行
に
失
敗
し
か
ね
な
い
性
向
や
病
気
を
理
由
に
排
除
し
て
、
次
男
や
養

子
が
相
続
人
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
家
存
続
の
た
め
の
「
戦
略
」
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
位
階
づ
け
こ
そ
異
な
る

が
「
末
子
相
続
」
「
選
定
相
続
」
や
「
姉
家
督
相
続
」
も
ま
た
世
代
的
継
承
の
戦
略
の
ひ
と
つ
の
結
果
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
言
用
言
団
胃
言
時
は
、
「
継
承
は
一
連
の
補
給
戦
略
を
経
て
再
定
義
さ
れ
、
そ
の
戦
略
に
お
い
て
親
族
関
係
は
、
一

つ
の
あ
り
う
る
補
充
の
た
め
の
選
択
肢
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
親
族
関
係
と
日
本
の
家
（
世
帯
）
の
関
係
を
考

祭
し
、
『
立
場
』
ｇ
の
三
目
（
こ
れ
が
家
の
企
業
と
宗
教
的
側
面
と
に
深
く
関
係
し
て
い
る
）
が
、
親
族
関
係
よ
り
も
は
る
か
に
適
切
な
準
拠
枠
で
あ

三
家
族
の
不
連
続
化
と
蟇
の
継
承
問
題
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家
や
墓
の
継
承
に
つ
い
て
検
証
し
た
。

ク
ル
か
ら
い
っ
て
、
一
代
限
り
で
消
滅
す
る
「
不
連
続
」
の
家
族
で
あ
る
。
こ
の
夫
婦
制
家
族
の
本
質
的
な
側
面
と
、
直
系
制
家
族
の
基
本
的

要
件
で
あ
る
世
代
的
継
承
に
基
づ
く
「
連
続
性
」
を
基
本
と
し
た
祖
先
祭
祀
ｌ
墓
や
仏
壇
の
継
承
ｌ
と
の
間
に
整
合
性
を
欠
き
、
社
会
的
．

精
神
的
な
葛
藤
・
確
執
と
な
っ
て
今
日
的
な
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
・
離
婚
率
の
上
昇
を
背
景
と
し
た
前
出
の
１
「
配
偶
者
な
し
」
や
、
少
子
化
を
背
景
と
し
た
２
ａ
「
子
供
な

し
」
、
２
ｂ
「
女
子
の
み
」
の
ケ
ー
ス
が
増
え
る
一
方
で
、
夫
婦
制
家
族
の
理
念
が
根
づ
い
た
典
型
的
な
現
代
家
族
は
、
家
の
永
続
性
を
当
然
と

す
る
意
識
が
希
薄
に
な
り
、
超
世
代
的
に
ひ
と
つ
の
地
域
に
存
続
し
よ
う
と
努
め
た
り
、
家
系
の
存
続
を
強
く
求
め
て
、
メ
ン
バ
ー
を
養
子
で

補
充
す
る
こ
と
も
あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
家
族
が
「
不
連
続
」
化
傾
向
を
強
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と

し
て
墓
は
継
承
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
「
連
続
性
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
継
承
者
の
い
な
い
者
に
は
墓
を
売
ら
な
い
な
ど
の
社
会
的
差
別

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
供
が
い
て
も
結
婚
し
て
改
姓
す
る
女
子
で
は
姓
の
違
う
実
家
の
墓
が
継
ぎ
に
く
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
妻

の
実
家
の
墓
の
継
承
困
難
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
少
子
化
社
会
に
あ
っ
て
は
、
仏
壇
や
墓
を
抱
え
た
者
ど
う
し
の
結
婚
が
増
え
る
な
か
、

一
組
の
夫
婦
が
双
方
四
人
の
親
の
介
護
や
看
取
り
を
か
か
え
る
だ
け
で
な
く
、
双
方
の
仏
壇
や
墓
な
ど
の
祭
祀
継
承
を
課
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
、
夫
方
、
妻
方
の
両
家
を
一
緒
に
祀
る
「
両
家
墓
」
も
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
家
族
の
不
連
続
化
と
墓
の
継
承
難
を
背
景
に
、
一
九
八
五
年
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
「
久
遠
墓
」
を
先
駆
と
し
て
継
承
者
を
必
要

（
５
）

と
し
な
い
「
永
代
供
養
墓
」
と
呼
ば
れ
る
合
祀
墓
が
登
場
し
、
そ
の
数
は
九
○
年
代
に
入
っ
て
漸
次
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
夫
婦
制

家
族
の
増
加
や
、
あ
る
い
は
直
系
制
家
族
の
循
環
構
造
に
お
け
る
Ⅲ
か
ら
Ｉ
に
移
行
す
る
さ
い
の
要
件
を
欠
い
た
人
々
が
、
も
は
や
補
充
戦
略

を
と
ら
ず
、
直
系
制
家
族
か
ら
逸
脱
し
て
夫
婦
制
家
族
に
向
か
っ
て
い
る
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
調
査
地
を
伝
統
的
な
家
族
や
墓
が
存
在
す
る
新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町
角
田
浜
と
し
、
そ
の
中
で
跡
継
ぎ
難

を
背
景
に
継
承
者
を
必
要
と
し
な
い
新
た
な
形
態
の
合
祀
墓
「
安
穏
廟
」
を
設
立
し
た
妙
光
寺
（
日
蓮
宗
）
の
檀
家
を
主
な
調
査
対
象
と
し
て
、
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（
６
）

妙
光
寺
の
檀
家
調
査
に
先
駆
け
て
、
過
去
の
角
田
浜
に
お
け
る
家
族
構
成
や
家
の
継
承
と
補
充
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
、
一
八
八
四
年
（
明

治
一
七
）
編
成
の
「
戸
籍
簿
」
を
分
析
し
た
。
こ
の
戸
籍
簿
は
「
角
田
浜
村
」
と
表
記
さ
れ
編
成
当
時
か
ら
近
郊
の
三
村
が
合
併
し
て
「
角
田

村
」
に
な
る
一
九
○
一
年
（
明
治
三
四
）
ま
で
の
一
七
年
間
を
対
象
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
７
）

戸
籍
編
成
当
時
、
寺
社
五
、
空
地
三
戸
分
を
除
く
と
一
七
一
番
戸
が
存
在
し
た
。
村
の
人
口
を
算
出
す
る
と
一
三
○
九
人
に
な
る
。
家
族
構

造
は
、
直
系
家
族
一
二
（
６
４
．
９
％
）
、
夫
婦
家
族
が
五
○
（
２
９
．
２
％
）
、
複
合
家
族
一
○
（
５
．
９
％
）
世
帯
と
な
り
、
直
系
家
族
が
多

い
が
、
夫
婦
家
族
や
複
合
家
族
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
た
だ
し
夫
婦
家
族
の
中
に
は
、
直
系
制
家
族
の
段
階
的
夫
婦
家
族
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
角
田
浜
村
で
は
、
土
地
を
多
く
所
有
し
た
本
家
に
複
合
家
族
の
割
合
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
直
系
家
族
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
農
業
の

人
手
確
保
と
し
て
の
複
合
家
族
の
形
成
が
考
え
ら
れ
る
。

戸
主
の
性
別
は
、
男
性
一
六
五
人
、
女
性
が
六
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
戸
主
の
前
戸
主
と
の
続
柄
は
、
長
男
が
九
一
人
（
５
３
．
２
％
）
と
最

も
多
く
、
二
男
三
八
人
（
２
２
．
２
％
）
、
養
子
一
八
人
（
１
０
．
５
％
）
、
三
男
二
人
（
６
．
４
％
）
、
弟
六
人
（
３
．
５
％
）
、
四
男
四
人
（
２
．

３
％
）
の
順
に
な
っ
た
。
女
性
戸
主
は
、
六
人
の
う
ち
長
女
四
人
（
２
．
３
％
）
で
、
妻
一
人
（
０
．
６
％
）
、
妹
一
人
（
０
．
６
％
）
あ
っ
た
。
長

（
８
）

女
の
四
人
は
み
な
分
家
し
て
女
戸
主
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
、
夫
の
死
亡
に
よ
る
妻
の
戸
主
権
継
承
は
一
世
帯
の
み
に
止
ど
ま
っ
た
。
こ
の
場
合
、

男
子
が
い
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
二
男
以
下
で
家
を
継
承
し
た
者
が
意
外
と
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は

長
男
が
亡
く
な
っ
た
た
め
に
二
男
以
下
が
継
承
し
た
ケ
ー
ス
や
、
二
男
以
下
が
分
家
し
、
新
た
な
家
を
創
設
し
て
戸
主
と
な
っ
た
者
三
男
九

人
、
三
男
四
人
、
四
男
三
人
）
も
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
分
家
や
養
子
の
ケ
ー
ス
を
除
外
し
て
、
家
の
継
承
順
位
と
、
二
男
以
下
の
兄
の
有
無
を

調
べ
て
、
実
質
長
男
の
継
承
の
割
合
を
算
出
し
た
。
前
戸
主
の
弟
は
実
子
で
は
な
い
が
、
前
戸
主
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
実
質
長
男
に
な
っ
て
い

る
の
で
へ
家
の
継
承
順
位
を
明
ら
か
に
す
る
と
き
、
対
象
に
含
ま
れ
る
と
判
断
し
、
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
補
正
作
業
を
し
た
結
果
、

四
角
田
浜
村
の
家
の
継
承
と
補
充
’
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
）
編
成
「
戸
籍
簿
」
に
よ
る
Ｉ
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ま
た
、
角
田
浜
三
二
世
帯
の
職
業
は
、
農
一
○
、
工
二
、
商
六
、
漁
五
世
帯
で
、
工
業
は
大
工
や
石
工
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
半

農
半
漁
、
あ
る
い
は
農
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
田
畑
は
少
な
く
、
し
か
も
ご
く
わ
ず
か
の
土
地
を
所
有
す
る
だ
け
か
、
ま
っ
た
く
農
地
を

も
た
な
い
者
が
大
半
を
占
め
て
い
た
の
で
、
天
災
害
で
不
作
不
漁
の
時
な
ど
は
多
く
の
人
の
出
稼
ぎ
が
常
態
化
し
て
い
た
。
と
く
に
男
性
は
「
浜

（
｜
）
大
正
期
の
家
族
構
成
と
職
業

（
９
）

妙
光
寺
に
は
一
九
二
一
年
（
大
正
一
○
）
五
月
三
○
日
付
の
『
檀
家
名
簿
』
が
存
在
す
る
。
三
八
カ
所
か
ら
な
る
地
区
に
檀
家
が
住
所
別
に
配

列
さ
れ
、
戸
主
氏
名
と
職
業
、
家
族
員
数
と
そ
の
性
別
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
当
時
の
妙
光
寺
の
檀
家
は
現
在
の
巻
町
を
中
心
に

隣
の
西
川
町
な
ど
に
ま
た
が
っ
て
二
二
八
世
帯
が
あ
っ
た
。
男
四
七
○
人
、
女
五
三
○
人
、
合
わ
せ
て
一
○
○
○
人
で
あ
る
。
ち
な
み
に
一
九

九
五
年
現
在
で
は
、
二
二
八
世
帯
の
う
ち
三
三
・
三
％
が
「
絶
家
・
離
檀
・
無
縁
化
」
し
て
い
る
。

（
岨
）

当
時
の
角
田
浜
在
住
の
檀
家
三
二
世
帯
中
、
半
檀
家
三
世
帯
を
除
く
二
九
世
帯
を
対
象
に
世
帯
員
数
を
調
べ
る
と
、
総
員
一
六
○
人
・
一
・
二
九

世
帯
Ⅱ
平
均
世
帯
員
数
五
・
五
人
で
、
そ
の
分
布
は
三
人
と
八
人
が
そ
れ
ぞ
れ
六
世
帯
と
多
か
っ
た
。
世
帯
員
数
の
多
い
家
族
は
典
型
的
な
直

系
家
族
で
、
少
人
数
の
家
族
は
、
直
系
制
家
族
の
家
族
周
期
の
段
階
的
夫
婦
家
族
か
、
女
性
の
分
家
世
帯
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
明
治

実
子
の
な
か
で
実
質
長
男
に
よ
る
継
承
率
は
九
二
・
四
％
の
高
率
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
家
の
継
承
者
と
な
ら
な
か
っ
た
長
男
一
○
人
中
七
人
が
独
身
者
、
つ
ま
り
１
「
配
偶
者
な
し
」
で
あ
る
。
残
る
三
人
は
、
同
居

後
分
家
一
人
、
退
隠
一
人
、
そ
の
他
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
養
子
に
よ
っ
て
家
を
継
承
し
た
一
八
人
の
う
ち
、
一
五
人
ま
で
が
婿
養
子
で
あ
り
、

２
ａ
「
子
供
な
し
」
よ
り
２
ｂ
「
女
子
の
み
」
の
家
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
明
治
期
の
角
田
浜
は
、
家

の
存
続
の
た
め
に
、
長
男
子
相
続
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
あ
ら
ゆ
る
補
充
戦
略
を
駆
使
し
て
家
を
継
承
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

期
と
同
様
で
あ
っ
た
。

五
妙
光
寺
角
田
浜
檀
家
の
継
承
と
補
充
’
一
九
一
二
年
（
大
正
一
○
）
～
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
の
時
系
列
分
析
か
ら
Ｉ
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（
二
）
継
承
・
補
充
・
移
動

一
九
一
二
年
の
「
檀
家
名
簿
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
家
族
の
う
ち
、
角
田
浜
在
住
の
檀
家
が
九
五
年
現
在
ま
で
の
七
四
年
間
に
、
家
と
墓
を

（
ｕ
）

ど
う
継
承
し
た
か
、
次
代
継
承
状
況
を
含
め
て
調
査
し
た
。
調
査
の
方
法
は
、
妙
光
寺
住
職
、
檀
家
（
元
教
員
、
檀
家
総
代
ら
）
か
ら
の
聞
き
取

り
調
査
と
、
調
査
票
に
よ
る
「
妙
光
寺
檀
家
調
査
」
を
一
九
九
五
年
九
月
～
一
○
月
に
実
施
し
た
。
主
な
調
査
内
容
は
（
１
）
家
族
状
況
、
（
２
）

系
図
、
（
３
）
家
・
墓
の
継
承
意
識
、
な
ど
で
、
補
足
資
料
と
し
て
寺
の
過
去
帳
・
近
年
の
檀
家
名
簿
な
ど
を
用
い
た
。
そ
の
さ
い
〈
定
住
家
族
〉

と
〈
移
動
家
族
〉
に
分
け
、
〈
定
住
家
族
〉
は
角
田
浜
と
曽
根
の
両
地
区
に
限
定
し
、
調
査
票
を
配
布
・
回
収
方
式
で
行
っ
た
。
〈
移
動
家
族
〉

に
つ
い
て
は
移
動
後
、
妙
光
寺
の
檀
家
を
継
続
し
住
所
の
わ
か
る
全
世
帯
に
対
し
て
郵
送
方
式
で
行
っ
た
。

一
九
一
二
年
時
の
角
田
浜
在
住
家
族
（
全
世
帯
三
二
）
の
う
ち
、
調
査
期
間
中
、
終
始
定
住
し
た
家
族
が
一
五
、
移
動
を
経
験
し
た
家
族
が
一

七
、
そ
の
う
ち
角
田
浜
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
家
族
が
一
世
帯
、
移
動
地
で
長
男
が
後
を
継
ぎ
、
角
田
浜
の
家
は
次
男
が
継
い
だ
移
動
・
定
住
両
方

が
一
世
帯
、
ま
た
移
動
後
、
不
明
・
絶
家
の
檀
家
は
三
世
帯
で
あ
っ
た
（
表
１
）
・

表
１
角
田
浜
檀
家
家
族
の
〈
定
住
〉
〈
移
動
〉
の
変
遷
と
檀
家
継
続
の
有
無

（
一
九
二
一
年
）
（
一
九
九
五
年
）

（
一
九
九
五
年
）

大
工
」
と
い
わ
れ
、
大
工
を
専
業
と
し
て
各
地
に
出
稼
ぎ
に
出
た
。
女
性
は
「
毒
消
し
」
の
行
商
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
出
稼
ぎ
者
が
、

や
が
て
移
動
地
で
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

沸

全
世２３

移
動
・
定
住
＊
Ｉ

移
動
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｕ
タ
ー
ン

不
明
・
絶
家

妬
檀
家
継
続
咽

３
離
檀
３

皿
檀
家
継
続
７
／
離
檀
５

１
檀
家
継
続
１

１
檀
家
継
続
１
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（
三
）
定
住
家
族
の
次
代
継
承

定
住
家
族
の
類
型
は
、
一
五
世
帯
中
、
直
系
家
族
が
三
世
帯
（
三
世
代
同
居
が
九
、
二
世
代
同
居
が
三
で
、
七
割
以
上
を
占
め
た
。
他
は
、

（
Ｂ
）

夫
婦
家
族
が
二
世
帯
、
高
齢
単
身
世
帯
が
二
世
帯
で
あ
る
。
こ
の
定
住
家
族
の
現
況
を
み
る
と
、
第
四
世
代
で
継
承
者
と
な
る
べ
き
「
男
子
」

を
確
保
で
き
て
い
る
か
否
か
を
指
標
に
し
て
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
。
一
五
世
帯
の
う
ち
、
男
子
を
確
保
で
き
て
い
る
九
世
帯
を

家
長
権
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
二
年
の
家
長
を
第
一
世
代
と
す
る
と
、
九
五
年
現
在
は
高
齢
の
第
二
世
代
が
家
長
で
あ
る
か
、
第
二

世
代
が
亡
く
な
っ
て
い
れ
ば
第
三
世
代
が
継
承
し
て
い
る
（
表
２
）
・

表
２
世
代
と
家
長
権
の
継
承
（
一
九
二
一
年
’
一
九
九
五
年
）

（
胆
）

［
第
一
世
代
］
…
…
…
一
九
二
一
年
当
時
の
世
帯
主
（
第
二
世
代
目
１
人
を
含
む
）
、
既
に
死
亡

［
第
二
世
代
］
…
：
：
：
現
在
六
○
～
七
○
代
世
帯
主
か
、
死
亡

［
第
三
世
代
］
…
：
：
：
現
在
四
○
～
五
○
代
親
が
死
亡
の
場
合
、
世
帯
主

［
第
四
世
代
］
・
…
…
：
現
在
一
○
代
前
後

角
田
浜
の
檀
家
が
す
べ
て
実
子
で
家
を
継
承
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
対
象
期
間
内
に
世
帯
主
に
関
わ
る
「
養
子
縁
組
」
が
確
認
で
き
た
家
は

一
三
世
帯
で
全
体
の
四
○
・
六
％
に
及
び
、
合
計
件
数
は
一
八
件
に
も
な
っ
た
・
か
な
り
高
い
比
率
で
「
養
子
縁
組
」
が
行
わ
れ
、
家
族
の
メ

ン
バ
ー
が
補
充
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ち
な
み
に
角
田
浜
よ
り
内
陸
部
の
曽
根
地
区
で
も
、
一
九
二
一
年
の
檀
家
世
帯
一
八
の
う

ち
九
世
帯
が
「
養
子
縁
組
」
を
経
験
し
、
そ
の
確
率
は
五
○
％
で
合
計
一
五
件
に
な
っ
た
。

２
ａ
「
子
供
な
し
」
の
た
め
に
養
子
縁
組
し
た
家
は
、
角
田
浜
・
曽
根
と
も
に
五
件
ず
つ
み
ら
れ
た
。
他
は
２
ｂ
「
女
子
の
み
」
の
家
が
娘

に
婿
養
子
を
迎
え
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
、
角
田
浜
で
一
三
件
、
曽
根
で
一
○
件
と
、
「
子
供
な
し
」
よ
り
は
多
い
。
対
象
期
間
中
に
二
回
以
上
、

世
帯
主
に
関
わ
る
養
子
縁
組
が
確
認
で
き
た
家
は
角
田
浜
で
四
世
帯
、
曽
根
で
五
世
帯
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
回
も
の
養
子
継
承
が
あ
っ
た
家
は
、

両
地
区
に
一
世
帯
ず
つ
あ
っ
た
。
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表3 角田浜く定住家族＞の次代継承状況 ［
Ｘ
］
群
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
そ
れ
が
確
保
で
き
て
い
な
い
（
直
系
家
族
の
循
環
構
造
に
お
け
る
田
か
ら
Ｉ
へ
移
行
す
る
の
を
阻
む
要
素
を
も
っ

た
）
六
世
帯
を
［
Ｙ
］
群
と
し
て
分
類
し
た
の
が
（
表
３
）
で
あ
る
。

［
Ｙ
］
群
の
具
体
的
な
内
訳
は
、
２
ａ
「
子
供
な
し
」
が
三
世
帯
、
第
三
世
代
の
男
子
が
未
婚
で
１
「
配
偶
者
な
し
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
二
世

帯
、
そ
の
ほ
か
長
男
は
い
る
が
妻
方
と
同
居
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
一
世
帯
で
あ
る
。

１
「
配
偶
者
な
し
」
の
世
帯
は
、
男
子
は
あ
る
が
三
○
代
後
半
、
四
○
代
後
半
と
、
と
も
に
中
年
未
婚
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ｚ
○
．

↑
の
家
族
は
、
世
帯
主
が
七
○
歳
、
息
子
が
四
六
歳
で
、
息
子
は
親
と
同
居
し
生
計
を
と
も
に
し
て
い
る
。

・
男
子
は
あ
る
が
三
○
代
後
半
、
四
○
代
後
半
と
、
と
も
に
中
年
未
婚
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ｚ
○
．

今
の
家
族
は
、
世
帯
主
が
七
○
歳
、
息
子
が
四
六
歳
で
、
息
子
は
親
と
同
居
し
生
計
を
と
も
に
し
て
い
る
。

区分

[X]群

[Y]群

こ
の
ま
ま
結
婚
し
な
け
れ
ば
、
家
族
の
継
承
は
困
難
で
あ
る
。
結
婚
し
て
も
男
子
が
生
ま
れ
る
か
ど
う
か
の

ハ
ー
ド
ル
が
さ
ら
に
あ
る
。
た
だ
、
現
世
帯
主
は
農
業
を
や
め
て
運
転
手
に
転
業
し
て
い
る
の
で
、
家
業
の

後
継
者
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
祭
祀
の
継
承
者
の
問
題
は
残
る
。

過
去
の
時
代
に
も
未
婚
の
長
男
や
婚
出
で
き
な
い
叔
父
・
叔
母
が
家
族
の
成
員
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

戸
籍
簿
に
多
々
見
受
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
場
合
は
貧
困
に
よ
り
婚
出
で
き
な
か
っ
た
り
、
他
に
家
の
継
承
者

を
確
保
し
た
う
え
で
の
未
婚
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
現
代
の
そ
れ
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
現
代
社

会
で
三
五
歳
以
上
の
未
婚
男
子
が
多
い
の
は
、
農
漁
村
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
農
漁
村
部
の
長
男
の

未
婚
化
は
、
角
田
浜
を
み
る
か
ぎ
り
「
親
子
同
居
」
の
家
規
範
が
親
や
地
域
社
会
に
残
存
し
な
が
ら
、
若
者

を
中
心
に
夫
婦
家
族
の
「
親
子
別
居
」
志
向
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
矛
盾
す
る
状
況
に
そ
の
一
因
が
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
未
婚
化
の
背
景
に
、
長
男
長
女
社
会
が
あ
る
。
産
業
化
に
伴
う
農
村
か
ら
の
若
者
の
流
出
は
、
主

に
家
を
継
ぐ
長
子
以
外
の
子
供
の
流
出
を
意
味
し
、
農
村
で
は
都
会
に
先
駆
け
て
長
男
長
女
社
会
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
跡
継
ぎ
ど
う
し
で
結
婚
し
た
の
が
ｚ
○
．
宮
の
世
帯
主
の
息
子
（
第

（
Ｍ
）

三
世
代
）
で
あ
る
。
『
妙
の
光
』
に
よ
れ
ば
「
農
家
の
長
男
で
祖
父
母
、
両
親
と
同
居
の
せ
い
か
、
三
二
歳
に
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な
っ
て
も
結
婚
に
縁
遠
か
っ
た
」
。
そ
こ
で
人
を
介
し
て
知
り
合
っ
た
の
が
現
在
の
妻
で
あ
る
。
妻
は
三
姉
妹
の
長
女
と
し
て
「
農
家
の
大
事
な

跡
取
り
娘
」
で
あ
っ
た
の
で
、
長
男
と
の
結
婚
を
両
親
が
猛
反
対
し
、
両
親
の
同
意
が
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
二
人
は
駆
け
落
ち
ま
で
し
て
結
婚
に
踏

み
切
っ
た
。
現
在
は
妻
の
両
親
の
理
解
を
得
た
が
、
妻
の
実
家
の
祭
祀
継
承
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
ｚ
○
＆
は
、
家
業
は
農
業
で
あ
る
が
、
長
男
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
婚
出
し
、
そ
の
妻
も
家
を
継
承
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
て
、
長

男
夫
婦
が
妻
方
の
親
と
同
居
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
二
男
が
長
男
に
か
わ
っ
て
家
を
継
ぐ
意
志
が
あ
る
の
に
、
世
帯
主
は
「
家
を
継
ぐ
の
は
長

男
」
で
あ
る
と
主
張
し
、
二
男
の
継
承
を
拒
否
し
て
「
高
齢
単
身
世
帯
」
で
い
る
。
長
男
は
、
自
分
の
親
と
別
居
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
配
偶
者

を
確
保
し
た
が
、
ｚ
○
』
や
ｚ
○
．
巨
の
よ
う
に
同
居
に
こ
だ
わ
れ
ば
配
偶
者
を
確
保
で
き
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
直
系
制
家
族
に
お
け
る
「
同
居
」
規
範
が
あ
り
な
が
ら
、
長
男
長
女
社
会
の
到
来
が
跡
継
ぎ
ど
う
し
の
組
み
合
わ
せ
を
余
儀
な

く
し
、
男
系
の
み
の
単
系
の
継
承
を
許
さ
な
い
状
況
が
折
り
重
な
っ
て
、
墓
の
継
承
問
題
に
も
発
展
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
家
を
継
承
す
る
男
子
が
い
な
い
場
合
、
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
継
承
者
が
補
充
さ
れ
て
き
た
。
〈
定
住
家
族
〉
の
第
三
世
代
を
み
て

も
、
四
○
歳
前
後
の
二
人
が
養
子
縁
組
を
経
験
し
て
い
る
。
他
に
〈
移
動
家
族
〉
の
第
三
世
代
に
も
養
子
縁
組
を
経
験
し
た
家
族
が
一
世
帯
み

ら
れ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
現
代
で
も
養
子
に
よ
る
継
承
者
の
補
充
は
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
角
田
浜
は
今
も

な
お
直
系
制
家
族
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
一
方
で
は
、
戦
前
ま
で
の
家
意
識
と
は
違
い
、
直
系
制
家
族
の
存
続
基
盤
が
変
質
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
状
況
も
提
示
さ

れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
〈
定
住
家
族
〉
で
養
子
縁
組
を
し
た
二
世
帯
で
あ
る
。
と
も
に
２
ｂ
「
女
子
の
み
」
の
家
族
が
娘
に
婿
養
子
を
も

ら
う
形
の
養
子
縁
組
で
あ
る
が
、
農
家
で
あ
り
な
が
ら
、
婿
養
子
は
家
業
を
継
承
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
ｚ
○
．
己
は
、
娘
が
農
業
を
継
承

（
四
）
継
承
困
難
が
予
測
さ
れ
る
｛

継
承
困
難
が
予
測
さ
れ
る
〈
定
住
家
族
〉

承
し
よ
う
と
す
る
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
。

継
承
困
難
が
予
測
さ
れ
る
定
住
家
族
ｌ
［
Ｙ
］
群
の
次
代
継
承
意
識

予
測
さ
れ
る
〈
定
住
家
族
〉
［
Ｙ
］
群
の
現
状
を
前
項
で
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
世
帯
が
、

今
後
、
家
や
墓
を
ど
の
よ
う
に
継

-12-



し
、
ｚ
○
．
届
は
農
業
は
親
夫
婦
が
担
い
、
娘
は
パ
ー
ト
・
タ
イ
マ
ー
の
仕
事
に
出
て
、
婿
は
電
気
店
を
開
業
し
て
い
る
。
家
業
（
農
業
）
の
継

承
を
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
婿
養
子
が
確
保
で
き
な
い
事
態
に
、
親
世
代
が
一
歩
譲
っ
た
感
が
あ
る
。

（
喝
）

〈
定
住
家
族
〉
の
現
状
は
、
一
五
世
帯
中
、
六
世
帯
が
次
代
の
継
承
に
問
題
を
孕
ん
で
い
る
こ
と

認

識一息別代世のていつに承継の群ＪＹｆｌ族家住定く浜田角４表

－13－



（
五
）
移
動
家
族
と
継
承

一
度
で
も
移
動
を
経
験
し
た
家
族
一
七
世
帯
中
、
家
族
形
態
が
不
明
な
五
世
帯
を
除
く
一
二
世
帯
の
中
で
、
直
系
家
族
は
七
世
帯
五
八
％
と
、

定
住
家
族
よ
り
は
少
な
い
も
の
の
そ
の
割
合
は
高
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
家
族
の
次
代
継
承
状
況
を
み
る
と
、
第
四
世
代
で
男
子
を
確
保

で
き
て
い
る
世
帯
は
八
世
帯
、
２
ａ
「
子
供
な
し
」
一
世
帯
、
第
三
世
代
が
２
ｂ
「
女
子
だ
け
」
一
世
帯
、
「
未
婚
Ⅱ
１
配
偶
者
な
し
」
が
一
世

帯
、
家
族
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
「
離
檀
」
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
状
況
が
「
不
明
」
と
な
っ
た
世
帯
が
二
世
帯
、
ま
っ
た
く
の
「
不
明
．

表5 角田浜く定住家族＞次代継承状況

区分 掴
一
一
泊

[X]群

[Y]群

[Z]群

4

－

5

か
つ
た
の
は
「
祭
祀
の
継
承
者
が
絶
え
て
も
存
続
し
供
養
さ
れ
る
よ
う
な
墓
が
あ
れ
ば
い
い
」
の
一

四
人
（
２
６
．
９
％
）
で
、
「
安
穏
廟
」
希
望
者
七
人
（
１
３
．
５
％
）
と
合
わ
せ
れ
ば
、
二
一
人
（
４

０
．
４
％
）
に
も
な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
三
世
代
で
は
「
養
子
縁
組
を
し
て
ま
で
、
家
や
墓
の

永
続
性
を
求
め
な
い
」
と
い
う
結
果
が
顕
著
に
表
わ
れ
た
。

さ
ら
に
同
調
査
の
「
家
を
継
い
で
い
る
こ
と
が
、
負
担
に
思
う
こ
と
は
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
に

対
し
て
は
、
第
二
世
代
の
親
世
代
で
は
「
最
初
か
ら
負
担
に
思
っ
た
こ
と
は
な
い
」
が
二
四
人
（
３

６
．
９
％
）
と
最
も
多
く
、
「
考
え
た
こ
と
も
な
い
」
と
「
最
初
は
負
担
だ
っ
た
が
今
は
そ
う
思
わ
な
い
」
が

一
六
人
（
２
４
．
６
％
）
と
同
数
で
続
い
た
。
そ
れ
が
第
三
世
代
の
子
世
代
に
な
る
と
「
今
も
た
ま
に
負
担

に
思
う
」
二
三
人
（
４
４
．
２
％
）
が
最
多
で
、
「
考
え
た
こ
と
も
な
い
」
が
一
二
人
（
２
３
．
１
％
）
と

続
い
た
。

こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
推
測
す
る
に
、
家
制
度
が
強
固
だ
っ
た
時
代
に
生
ま
れ
育
っ
た
親
世
代
は

長
男
で
あ
れ
ば
家
を
継
ぐ
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な
い
こ
と
で
、
負
担
に
思
う
人
は
少
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
そ
れ
が
戦
後
生
ま
れ
の
息
子
の
代
で
は
、
継
承
意
識
は
あ
る
も
の
の
、
ど
こ
か
で
負
担
に
思
う

こ
と
が
あ
る
。
孫
の
代
に
な
れ
ば
さ
ら
に
変
わ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

－14－

継承者の状況 定住家族の世帯番号NO

男子あり NO.16,18,19,21,22,24,25,27

子供なし

女子だけ

未婚男子

No．17．29

No．28

No．32

離檀・不明

不明・絶家

No．23．26

NO.20,30,31



絶
家
」
の
三
世
帯
と
な
っ
た
。
移
動
家
族
で
は
〈
定
住
家
族
〉
に
は
な
か
っ
た
離
檀
・
絶
家
が
存
在
す
る
。
こ
れ
を
［
Ｚ
］
群
と
し
た
（
表
５
）
・

〈
移
動
家
族
〉
の
［
Ｙ
］
群
に
は
、
〈
定
住
家
族
〉
の
［
Ｙ
］
群
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
女
子
だ
け
」
と
い
う
問
題
要
因
が
増
え
て
い
る
。
定

住
家
族
の
場
合
で
は
、
女
子
だ
け
の
家
は
「
婿
養
子
」
と
い
う
補
充
策
を
と
っ
た
の
で
、
継
承
問
題
を
孕
ん
だ
家
族
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

〈
移
動
家
族
〉
の
ｚ
○
．
麓
は
、
長
女
は
婚
出
し
、
二
女
は
親
と
同
居
（
二
九
歳
）
、
今
の
と
こ
ろ
婿
養
子
の
縁
組
は
し
て
い
な
い
。

〈
移
動
家
族
〉
の
中
に
も
婿
養
子
を
迎
え
た
家
族
は
存
在
す
る
。
ｚ
○
．
爵
が
そ
れ
で
、
長
女
（
第
三
世
代
）
が
婿
養
子
（
四
八
歳
）
を
迎
え
、

前
世
帯
主
は
そ
の
婿
養
子
に
世
帯
主
の
座
を
譲
っ
て
同
居
し
て
い
る
。
こ
の
ｚ
○
．
串
の
家
族
と
、
婿
養
子
を
補
充
し
な
い
ｚ
○
．
易
の
家
族

と
は
、
家
族
の
歴
史
が
違
が
っ
た
。
ｚ
○
．
誤
の
前
帯
主
は
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
、
そ
の
妻
は
一
九
一
二
年
（
大
正
元
）
の
生
ま
れ
で
、
孫
と

の
三
世
代
同
居
家
族
で
あ
る
。
大
正
の
初
期
に
生
ま
れ
た
人
間
が
夫
婦
そ
ろ
っ
て
存
在
し
、
し
か
も
家
の
創
設
者
（
女
性
、
生
没
一
八
四
二
’
一

九
一
九
年
）
か
ら
そ
の
後
「
養
子
ｌ
婿
養
子
ｌ
実
子
ｌ
婿
養
子
」
と
四
代
の
間
に
三
回
の
養
子
縁
組
を
し
て
継
承
し
て
き
た
家
族
で
あ
る
。
前
世

帯
主
は
こ
の
間
の
唯
一
の
実
子
継
承
者
で
あ
り
、
苦
労
し
て
家
を
継
承
し
て
き
た
た
め
に
、
家
意
識
が
強
い
。
一
方
、
ｚ
○
．
涜
の
世
帯
主
は
一

九
四
○
年
（
昭
和
一
五
）
生
ま
れ
で
五
五
歳
。
父
は
世
帯
主
が
七
歳
の
時
の
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
）
に
亡
く
な
り
、
母
は
角
田
浜
で
他
の
息

子
（
世
帯
主
の
弟
、
シ
ン
グ
ル
、
一
九
八
三
年
死
亡
）
と
生
活
し
、
一
九
九
四
年
死
亡
し
た
。
し
た
が
っ
て
世
帯
主
は
、
親
世
代
の
影
響
を
あ
ま
り

受
け
ず
、
夫
婦
家
族
志
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
移
動
家
族
の
中
に
も
伝
統
的
な
継
承
意
識
を
残
す
家
族
と
、
夫
婦
制
家
族
意
識
が

浸
透
し
て
い
る
家
族
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
夫
婦
制
家
族
意
識
が
根
づ
け
ば
２
ｂ
「
女
子
だ
け
」
の
家
は
、
婿
養
子
を
取
ら
ず
、
不
連
続
化
の

傾
向
を
呈
す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

調
査
に
よ
っ
て
、
対
象
期
間
中
に
角
田
浜
や
曽
根
に
住
む
妙
光
寺
の
檀
家
の
約
四
～
五
割
が
養
子
縁
組
を
一
回
以
上
経
験
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
補
充
に
よ
っ
て
存
続
し
て
き
た
直
系
制
家
族
で
あ
る
が
、
戦
後
の
民
法
改
正
に
よ
る
夫
婦
制
家
族
理
念
の
浸
透
や
産

結
び
に
か
え
て
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ま
た
移
動
家
族
の
中
で
、
親
を
故
郷
に
残
し
て
都
会
へ
出
た
第
二
世
代
が
、
結
婚
し
て
生
ま
れ
た
子
供
の
う
ち
長
男
が
都
会
の
家
を
継
ぎ
、

二
男
が
故
郷
の
家
と
祖
先
祭
祀
を
継
い
だ
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
う
な
る
と
、
継
承
さ
れ
た
家
と
創
設
さ
れ
た
家
の
判
断
は
難
し
い
。

親
子
同
居
の
原
則
か
ら
い
え
ば
、
移
住
先
が
継
承
さ
れ
家
で
あ
る
が
、
従
来
の
土
地
・
屋
敷
を
継
承
し
、
先
祖
を
祀
っ
て
い
る
の
は
角
田
浜
の

家
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
か
っ
て
の
家
的
な
性
格
を
完
全
に
備
え
た
直
系
制
家
族
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
、
分
類
上
、
直
系
家
族

で
あ
っ
て
も
、
質
的
な
変
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

ま
た
調
査
対
象
者
の
家
や
墓
の
次
代
継
承
予
測
に
も
、
不
連
続
化
の
傾
向
が
表
れ
て
い
た
。
第
二
世
代
に
「
養
子
を
取
っ
て
ま
で
継
ぎ
た
い
」

と
思
う
人
が
三
割
は
い
る
も
の
の
、
「
絶
え
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
考
え
る
人
も
三
割
存
在
し
、
第
三
世
代
で
は
「
絶
え
て
も
仕
方
が
な
い
」
は

四
割
以
上
に
な
っ
た
。
実
際
に
次
代
に
継
承
困
難
な
状
況
に
あ
る
家
族
の
第
三
世
代
は
、
無
回
答
を
除
け
ば
、
み
な
「
絶
え
て
も
仕
方
が
な
い
」

と
答
え
た
。
ま
た
定
住
家
族
の
第
三
世
代
で
は
、
跡
継
ぎ
の
い
な
い
人
を
容
認
す
る
者
が
半
数
以
上
い
て
、
「
い
つ
か
自
分
も
そ
う
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
」
が
三
割
以
上
で
続
き
、
「
継
承
者
が
絶
え
て
も
続
く
墓
」
を
求
め
る
人
が
約
四
割
い
る
。
直
系
家
族
で
あ
り
な
が
ら
、
跡
継
ぎ

が
い
な
い
現
実
が
到
来
し
た
時
、
養
子
で
補
充
す
る
よ
り
も
継
承
者
を
必
要
と
し
な
い
墓
へ
移
行
す
る
人
の
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
稿
で
は
紙
面
の
制
限
上
割
愛
し
た
が
、
結
果
の
み
を
記
す
な
ら
ば
、
妙
光
寺
の
継
承
者
を
必
要
と
し
な
い
合
祀
墓
「
安
穏
廟
」
の
購
入
者

の
申
し
込
み
理
由
は
、
２
ａ
「
子
供
な
し
」
、
２
ｂ
「
女
子
の
み
」
、
１
「
配
偶
者
な
し
」
の
順
に
多
く
、
「
安
穏
廟
」
を
購
入
し
た
檀
家
関
係
者

を
含
め
て
、
す
で
に
養
子
に
よ
る
メ
ン
バ
ー
の
補
充
を
行
わ
ず
、
直
系
制
家
族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
「
逸
脱
」
し
て
夫
婦
制
家
族
に
移
行

判
明
し
た
。

業
化
、
都
市
化
を
経
て
、
そ
の
実
態
が
変
質
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
直
系
制
家
族
の
長
男
の
結
婚
は
親
と
の
同
居
が
条
件
で
あ
る
た

め
に
、
配
偶
者
の
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
継
承
の
責
務
を
抱
え
な
い
二
男
・
二
女
以
下
の
者
の
都
市
へ
の
流
出
は
、
農
村
地
帯
に
い
ち
早

い
長
男
長
女
社
会
の
到
来
を
も
た
ら
し
、
残
る
継
承
者
同
士
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、
相
互
の
家
の
継
承
が
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
結
婚
難
も
招

来
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
婿
養
子
を
迎
え
た
家
で
は
、
農
家
で
あ
っ
て
も
す
で
に
「
家
業
の
継
承
」
を
条
件
と
は
し
て
い
な
い
こ
と
も

し
て
い
く
姿
も
と
ら
え
ら
れ
た
。
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註（
１
）
竹
田
旦
は
、
家
の
定
義
に
は
狭
義
と
広
義
の
二
つ
の
立
場
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
「
父
系
に
よ
る
超
世
代
的
な
連
続
を
め
ざ
す
観
念
は
、
西
南

日
本
で
も
看
取
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
長
崎
県
五
島
地
方
の
い
わ
ゆ
る
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で
さ
え
、
位
牌
祭
祀
と
位
牌
継
承
を
き
わ
め
て

重
視
す
る
と
い
う
一
例
に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
南
日
本
で
も
一
般
に
位
牌
を
『
家
』
の
シ
ン
ボ
ル
と
考
え
、
こ
れ
を
介
し
て
『
家
』
の

超
世
代
的
連
続
を
目
ざ
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
超
世
代
的
な
連
続
の
指
向
と
い
う
「
家
』
の
特
性
を
西
南

日
本
で
析
出
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
容
易
で
あ
り
、
こ
の
点
を
も
っ
て
西
南
日
本
の
家
族
を
『
家
」
と
規
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
」

と
い
い
、
西
南
日
本
の
家
族
も
、
祭
祀
の
「
世
代
的
継
承
」
を
も
っ
て
広
義
の
家
に
相
当
し
う
る
と
述
べ
て
い
る
（
竹
田
日
二
西
南
日
本
に
お

け
る
家
族
慣
行
」
「
日
本
民
俗
学
』
第
九
○
号
一
九
七
三
年
一
二
月
）
。

（
２
）
森
岡
清
美
「
家
族
周
期
論
」
培
風
館
、
一
九
七
三
年
、
五
八
’
六
三
頁

（
３
）
坪
内
玲
子
『
日
本
の
家
族
ｌ
家
の
連
続
と
不
連
続
』
ア
カ
デ
ミ
ァ
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
一
頁
。

（
４
）
百
月
三
・
国
胃
言
詩
詞
月
日
詳
日
の
貝
聾
国
毎
四
隅
き
『
国
○
尻
の
言
匡
普
Ｒ
①
朋
冒
気
困
ｇ
言
詩
ヨ
ｍ
盲
目
月
閑
国
○
易
①
言
匡
○
侭
曽
言
呂
目
．

（
２
）
森
岡
清
美
「
家
族
周
加

（
３
）
坪
内
玲
子
『
日
本
の
宝

（
４
）
盲
扁
三
．
国
胃
言
詩
用

ミ
ミ
》
ゞ
屍
》
ｇ
』
き
‐
電

（
５
）
一
九
八
○
年
代
後
半
脂

一
九
八
○
年
代
後
半
に
登
場
し
た
継
承
者
を
必
要
と
し
な
い
墓
は
、
一
般
的
に
は
「
永
代
供
養
墓
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
他
「
合
祀
墓
」

「
集
合
墓
」
な
ど
と
も
い
わ
れ
、
東
京
都
や
横
浜
市
で
は
「
合
葬
式
」
の
用
語
を
採
用
し
て
い
る
。
森
謙
二
は
、
こ
の
墓
を
、
新
た
な
「
総
墓
」

形
態
と
し
て
位
置
づ
け
、
総
墓
を
「
複
数
の
家
族
あ
る
い
は
血
縁
関
係
に
な
い
人
々
が
一
つ
の
墳
墓
あ
る
い
は
納
骨
堂
を
共
有
し
て
い
る
墓
制

の
形
態
」
と
定
義
す
る
。
そ
の
名
の
「
ソ
ウ
ボ
」
「
ソ
ウ
バ
カ
」
は
、
秋
田
県
河
辺
郡
雄
和
町
水
沢
や
石
川
県
・
福
井
県
の
浄
土
真
宗
系
の
寺
院

に
お
い
て
は
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
同
様
の
墓
の
呼
び
名
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
（
森
謙
二
「
総
墓
の
諸
形
態
と
祖
先
祭
祀
」
「
家
族
．

親
族
と
先
祖
祭
祀
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
四
一
集
、
一
九
九
二
年
、
二
五
五
’
三
一
五
頁
）
。
一
方
、
同
様
の
墓
を
、
藤
井

正
雄
は
「
合
葬
墓
」
の
一
形
態
に
位
置
づ
け
た
。
（
藤
井
正
雄
「
合
葬
墓
の
慰
霊
形
態
ｌ
そ
の
伝
統
と
展
開
ｌ
」
「
祖
先
祭
祀
の
儀
礼
構
造
と
民

俗
三
九
九
三
年
、
五
九
三
’
六
○
五
頁
）
。
本
研
究
で
は
、
「
祭
祀
継
承
者
の
有
無
」
を
問
題
と
す
る
こ
と
か
ら
、
「
祭
祀
の
継
承
者
を
必
要
と

せ
ず
、
墓
の
運
営
者
お
よ
び
縁
者
に
よ
っ
て
合
同
に
祭
祀
さ
れ
る
墓
」
の
意
で
「
合
祀
墓
」
の
語
を
使
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
墓
の
詳
細
は
、
拙

著
『
い
ま
葬
儀
・
お
墓
が
変
わ
る
』
三
省
堂
一
九
九
三
年
、
二
四
三
’
二
五
三
頁
参
照
。
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（
田
）
こ
れ
よ
り
以
下
、
定
住
家
族
や
移
動
家
族
の
中
か
ら
、
特
定
の
家
族
に
ふ
れ
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
し
番
号
で
記
す
こ
と
と
す
る
。

（
Ｍ
）
妙
光
寺
が
檀
家
と
安
穏
廟
購
入
者
を
対
象
に
発
行
し
て
い
る
妙
光
寺
教
報
『
妙
の
光
』
復
刊
一
五
号
（
一
九
九
五
年
六
月
二
五
日
）

（
咽
）
こ
の
場
合
の
「
次
代
」
と
は
第
四
世
代
を
い
う
。

（
肋
）
半
檀
家
制
は
一
戸
の
家
で
男
性
と
女
性
の
檀
那
寺
を
も
つ
習
俗
で
、
夫
婦
別
寺
帰
属
の
ほ
か
、
男
子
・
女
子
・
嫁
の
帰
属
の
あ
り
方
で
三
力
寺

帰
属
の
ケ
ー
ス
を
見
出
す
こ
と
か
ら
、
複
檀
家
制
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
調
査
地
で
は
「
半
檀
家
」
と
い
い
、
嫁
の
帰
属
は
実
家
で
は
な
く
、

婚
家
の
女
寺
で
あ
る
。
角
田
浜
周
辺
の
檀
家
に
も
半
檀
家
は
少
数
で
あ
る
が
点
在
し
、
詳
細
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
こ
れ
ま
で
、
家
の
「
祭
祀
継
承
」
の
多
く
は
、
「
家
の
継
承
」
と
と
も
に
「
家
長
（
世
帯
主
）
」
が
に
な
っ
て
き
た
。
よ
っ
て
今
後
、
本
稿
で
「
家

の
継
承
」
に
つ
い
て
論
を
進
め
て
い
く
が
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
祭
祀
の
継
承
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。

（
皿
）
一
九
二
一
年
の
直
後
に
世
帯
主
が
亡
く
な
っ
た
一
ケ
ー
ス
は
、
他
の
家
よ
り
一
世
代
多
く
な
る
の
で
、
こ
の
場
合
、
二
一
年
当
時
の
世
帯
主
と

（
６
）
角
田
浜
は
、
江
戸
時
代
に
は
「
角
田
浜
村
」
と
呼
ば
れ
、
天
領
と
長
岡
藩
領
に
編
入
さ
れ
る
の
を
交
互
に
繰
り
返
し
た
。
一
九
○
二
年
（
明
治

三
五
）
に
角
田
浜
、
越
後
浜
、
四
シ
郷
屋
が
合
併
し
て
行
政
村
「
角
田
村
」
（
角
田
村
大
字
角
田
浜
）
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
五
五
年
（
昭
和
三

○
）
に
は
巻
町
に
統
合
さ
れ
た
（
巻
町
角
田
浜
）
。

（
７
）
近
年
の
角
田
浜
は
二
○
○
戸
前
後
と
あ
ま
り
変
化
が
な
く
、
一
九
九
五
年
三
月
現
在
で
七
七
九
人
（
男
三
六
五
人
、
女
四
一
四
人
）
で
あ
る
。

（
８
）
角
田
浜
周
辺
の
地
は
、
女
性
の
出
稼
ぎ
「
毒
消
し
売
り
」
が
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
に
、
経
済
力
を
持
っ
た
女
性
が
実
家
か
ら
分
家
し
、
毒
消
し

行
商
で
稼
い
だ
お
金
で
一
家
を
成
す
者
も
い
た
。
女
性
戸
主
は
結
婚
を
せ
ず
、
養
子
、
と
り
わ
け
行
商
が
で
き
る
養
女
を
も
ら
っ
て
家
を
継
承

さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
角
田
毒
消
し
行
商
は
、
幕
末
に
隣
村
の
角
海
浜
村
に
は
じ
ま
り
、
角
田
浜
は
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
ご
ろ
か
ら

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
○
）
ご
ろ
ま
で
続
い
た
。

（
９
）
「
臨
時
宗
勢
調
査
施
行
細
則
第
一
条
及
第
十
条
ニ
依
り
申
告
候
也
」
と
記
さ
れ
、
宛
名
が
「
管
長
大
僧
正
河
合
日
辰
」
と
あ
り
、
宗
門
に
提
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
世
代
目
を
第
一
世
代
と
し
た
。

（
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
非
常
勤
講
師
・
社
会
学
）
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